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（（（（訂正訂正訂正訂正）「）「）「）「平成平成平成平成 21212121 年年年年３３３３月期月期月期月期    第第第第３３３３四半期四半期四半期四半期決算短信決算短信決算短信決算短信」」」」のののの一部訂正一部訂正一部訂正一部訂正についてについてについてについて    

 

平成 21 年２月６日付「平成 21年３月期 第３四半期決算短信」について訂正がありました

のでお知らせいたします。 

 

１． 訂正の経緯  

訂正の経緯につきましては、平成 25 年 10 月 25 日付「不適切な会計処理が行われていた

可能性についてのお知らせ」および平成 25年 11 月 5 日付「社内調査委員会の調査報告書の

受領及び当社の対応について」にて開示しておりますので、ご参照ください。 

２． 訂正内容  

訂正箇所には下線を付して表示しております。  

 

 

以上 



【訂正後】

１．平成21年３月期第３四半期の連結業績（平成20年４月１日～平成20年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．平成21年３月期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

（財）財務会計基準機構会員

平成21年３月期 第３四半期決算短信
平成21年２月６日

上 場 会 社 名 株式会社 雪国まいたけ 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 １３７８ URL  http://www.maitake.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)  大平 喜信
問合せ先責任者 (役職名) 取締役兼執行役員管理本部長 (氏名)  宮崎 浩 ＴＥＬ 025-778-0111
四半期報告書提出予定日 平成21年２月13日

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第３四半期 19,139 － 649 － 68 － △69 －

20年３月期第３四半期 19,504 5.6 304 46.0 △164 － △302 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

21年３月期第３四半期 △2.32 －

20年３月期第３四半期 △9.95 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年３月期第３四半期 34,306 4,498 12.5 144.01

20年３月期 31,513 5,301 16.3 169.22

（参考）自己資本 21年３月期第３四半期 百万円4,287 20年３月期 百万円5,139

１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

21年３月期 － 0.00 － ――― ―――

21年３月期(予想) ――― ――― ――― 10.00 10.00

(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 無

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 2.4 1,650 45.9 1,000 85.5 505 286.1 16.74

(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 無



４．その他

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

(３) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基

本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

(４) 発行済株式数（普通株式）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．業績の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成しておりますが、実際の業績は今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。

２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従

い四半期連結財務諸表を作成しております。

(１) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無

(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 有

①  会計基準等の改正に伴う変更 有

②  ①以外の変更 無

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 21年３月期第３四半期 32,408,646株 20年３月期 32,408,646株

②  期末自己株式数 21年３月期第３四半期 2,637,703株 20年３月期 2,036,602株

③  期中平均株式数(四半期連結累計期間) 21年３月期第３四半期 30,166,312株 20年３月期第３四半期 30,422,339株



当第３四半期連結累計期間における経済情勢は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱が

実体経済にも波及し、世界的な経済環境の悪化を招く結果となりました。この急激な世界同時不況の波は、輸出依

存度が高い日本経済においては、外需の減少と円高という形で深刻な打撃を与え、緩やかながら息の長い拡大を続

けてきた景気は、急速に後退局面に陥り、設備投資の減少、雇用調整、そして個人消費の冷え込みへと繋がってま

いりました。

食品業界におきましては、生活必需品の提供という面からこうした景気の落ち込みの中では比較的その影響は軽

微であるものの、個人消費は外食から内食へシフトし、消費全体の落ち込みは低価格志向へと向かうことで、企業

間の価格競争が加速し、その結果として企業収益を圧迫する要因となって現れてきております。

こうした経済環境下での当社グループの事業の状況は、主力の茸事業の販売は、高まる内食志向が鍋物需要と相

俟って概ね好調に推移いたしました。また、度重なる中国産輸入製品の安全性の問題から国産品を求めるニーズ

は、この景気減退時においても依然として強く、当社グループが導入した「雪国まいたけ安全システム」（自社製

品を対象に農薬検査や重金属検査等の検査結果を消費者に直接開示するサービス）は、ＴＶＣＭや店頭での販促媒

体を通じて直接消費者へアピールした効果もあり、広く「安全・安心」を求める消費者に認知され、販売を後押し

する大きな材料となりました。

その結果、茸の売上高は、まいたけが73億45百万円（前年同期比3.5％増）、えりんぎが33億38百万円（前年同

期比4.9％増）、ぶなしめじが40億17百万円（前年同期比7.6％増）といずれの茸も売上を伸ばすことができまし

た。

また中国・上海市において現地法人が生産、販売するえのき茸事業は、急速な経済発展を続ける中国で、これ迄

露地物が中心であった茸市場において良質で安全性の高い施設栽培茸の需要が伸びており、こうした需要の変化を

背景に順調に販売量を伸ばし、売上高は４億76百万円（前年同期比23.6％増）となりました。

もやし事業につきましては、販売先の新規開拓が進み販売数量の底上げが出来たことで、売上高は11億90百万円

（前年同期比30.1％増）となりました。

一方で、外食やＣＶＳ向けの業務用の仕入品販売が中心となるその他食品事業は、安価な中国輸入製品や中国産

原料を敬遠する動きから取引は縮小傾向にあり、売上高は13億11百万円（前年同期比46.5％減）と前年同期を大き

く割り込む結果となりました。

食品事業以外では、石油類販売事業が、急激な原油価格の上昇からガソリン類の消費が落ち込み、ガソリンスタ

ンドの売上が減少したことで、その他の事業の売上高は６億22百万円（前年同期比41.3％減）となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高合計は191億39百万円（前年同期比1.9％減）となりまし

た。

利益面では、現在は一服した感がある燃料費や原材料価格の上昇の影響は、当第３四半期連結累計期間におい

て、一部は仕入コストの引き下げが実現したものの、依然高止まりしているものも多く製造原価全体を押し上げて

おり、広告宣伝費等の販売費の増加と合せ、費用の増加要因となりました。しかし、これらコストの増加分を前述

のとおり主力事業での販売増加により吸収したことで、営業利益は６億49百万円（前年同期比113.2％増）、経常

利益は68百万円（前年同期は１億64百万円の損失）、四半期純利益は69百万円の損失（前年同期は３億２百万円の

損失）と、いずれの段階でも増益となりました。

【参考】事業別売上高

※定性的情報における「前年同期比増減率」につきましては、参考として記載しております。

・定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

事業の種類

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

まいたけ 7,345 103.5

えりんぎ 3,338 104.9

ぶなしめじ 4,017 107.6

その他生茸 476 123.6

生茸事業 15,177 105.4

加工食品事業 838 123.2

もやし事業 1,190 130.1

その他食品事業 1,311 53.5

食品事業計 18,517 100.4

その他の事業 622 58.7

合計 19,139 98.1



当第３四半期連結会計期間末の資産合計は343億６百万円となり、前連結会計年度末と比較して27億92百万円の増加

となりました。

資産の部では、流動資産は95億69百万円となり、前連結会計年度末と比較して32億70百万円の増加となりました。こ

の主な要因は、現金及び預金で19億52百万円、受取手形及び売掛金で10億44百万円増加したことによるものです。固定

資産は、247億36百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億78百万円の減少となりました。この主な要因は、有

形固定資産の減価償却による減少であります。

負債の部では、流動負債は175億１百万円となり、前連結会計年度末と比較して38億60百万円の増加となりました。

この主な要因は、運転資金として調達した短期借入金の増加や年末休日による仕入債務の増加によるものです。固定負

債は123億６百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億64百万円の減少となりました。この主な要因は、長期借

入金の返済等によるものであります。

純資産の部では、純資産合計が44億98百万円となり、前連結会計年度末と比較して８億２百万円の減少となりまし

た。この主な要因は、剰余金の配当等による利益剰余金３億73百万円の減少と自己株式取得に伴う自己株式２億21百万

円の増加、繰延ヘッジ損益２億52百万円の損失増加等によるものです。

（キャッシュ・フローについて）

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は29億９百万円となり、前連結会計年度

末と比較して20億73百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は６億96百万円となりました。これは主に減価償却費及びその他の償却費９億42百万円

の計上と仕入債務の増加11億90百万円や売上債権の増加12億43百万円などによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は４億38百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出２億94百万円

や定期預金の預入れによる支出などによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により増加した資金は18億30百万円となりました。これは主に短期借入金の純増加額29億77百万円、長期借

入れによる収入28億80百万円、長期借入金の返済による支出36億70百万円などによるものです。

通期の業績見通しにつきましては、当第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ、更に足元の販売状況が堅調に推移し

ていること等から、平成20年11月７日の第２四半期決算発表時に公表しました業績予想を変更しておりません。

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報



（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理）

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

③固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産について、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務諸表等

における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

（会計基準等の改正に伴う変更）

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計

基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日

企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務

諸表を作成しております。

②棚卸資産については従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を第１四半期連結会計期間から適用

し、主として総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の扱い」（企業会計基準委員会 平成18年５月

17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

４．その他



５．【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,853 901

受取手形及び売掛金 2,728 1,683

有価証券 199 －

商品 243 360

製品 380 404

半製品 444 452

原材料 394 389

仕掛品 1,550 1,324

繰延税金資産 266 256

その他 551 571

貸倒引当金 △43 △46

流動資産合計 9,569 6,299

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,904 14,556

土地 6,654 6,519

その他（純額） 1,523 1,710

有形固定資産合計 22,082 22,786

無形固定資産 266 266

投資その他の資産 2,387 2,161

固定資産合計 24,736 25,214

資産合計 34,306 31,513



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,071 621

短期借入金 12,548 9,600

未払法人税等 58 123

引当金 54 211

その他 3,769 3,084

流動負債合計 17,501 13,641

固定負債

社債 1,648 1,183

長期借入金 9,352 10,476

退職給付引当金 39 36

役員退職慰労引当金 461 450

その他 804 423

固定負債合計 12,306 12,570

負債合計 29,808 26,212

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 2,030 2,404

自己株式 △1,377 △1,156

株主資本合計 4,520 5,115

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10 5

繰延ヘッジ損益 △263 △11

為替換算調整勘定 19 30

評価・換算差額等合計 △233 24

新株予約権 39 23

少数株主持分 171 138

純資産合計 4,498 5,301

負債純資産合計 34,306 31,513



（２）【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日）

売上高 19,139

売上原価 13,021

売上総利益 6,117

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 947

運賃 1,501

報酬及び給料手当 1,046

賞与引当金繰入額 18

役員退職慰労引当金繰入額 12

雑費 1,941

販売費及び一般管理費合計 5,467

営業利益 649

営業外収益

受取利息 8

受取地代家賃 28

雑収入 42

営業外収益合計 80

営業外費用

支払利息 479

雑損失 182

営業外費用合計 662

経常利益 68

特別損失

関係会社株式評価損 3

投資有価証券評価損 38

関係会社株式売却損 4

減損損失 3

特別損失合計 48

税金等調整前四半期純利益 19

法人税等 33

少数株主利益 56

四半期純損失（△） △69



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 19

減価償却費及びその他の償却費 942

賞与引当金の増減額（△は減少） △157

減損損失 3

支払利息 479

売上債権の増減額（△は増加） △1,243

たな卸資産の増減額（△は増加） △159

仕入債務の増減額（△は減少） 1,190

その他 233

小計 1,308

利息の支払額 △451

その他の支出 △160

営業活動によるキャッシュ・フロー 696

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △294

その他 △143

投資活動によるキャッシュ・フロー △438

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,977

長期借入れによる収入 2,880

長期借入金の返済による支出 △3,670

社債の発行による収入 800

社債の償還による支出 △375

自己株式の取得による支出 △221

配当金の支払額 △303

その他 △255

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,830

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,073

現金及び現金同等物の期首残高 836

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,909



当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半

期連結財務諸表を作成しております。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



「参考」

（要約）前四半期連結損益計算書

科目

前第３四半期連結会計期間
（自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日）

金額（百万円）

Ⅰ 売上高 19,504

Ⅱ 売上原価 13,905

売上総利益 5,598

Ⅲ 販売費及び一般管理費

１．広告宣伝費 494

２．運賃 1,514

３．販売手数料 835

４．貸倒引当金繰入額 1

５．報酬・給料及び諸手当 1,131

６．賞与引当金繰入額 12

７．退職給付費用 5

８．役員退職慰労引当金繰入額 19

９．減価償却費 132

10．雑費 1,146 5,294

営業利益 304

Ⅳ 営業外収益

１．受取利息 8

２．固定資産賃貸収入 34

３．雑収入 72 115

Ⅴ 営業外費用

１．支払利息 484

２．雑損失 99 584

経常損失（△） △164

Ⅵ 特別利益 －

Ⅶ 特別損失

１．減損損失 3 3

税金等調整前四半期純損失（△） △168

法人税、住民税及び事業税 3

過年度法人税等 100 103

少数株主利益 30

四半期純損失（△） △302



（要約）前四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結会計期間
（自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日）

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △168

減価償却費及びその他の償却費 1,068

賞与引当金の増加額（△減少額） △155

減損損失 3

支払利息 484

売上債権の減少額（△増加額） △923

棚卸資産の減少額（△増加額） 62

仕入債務の増加額（△減少額） 1,579

その他営業活動によるキャッシュ・フロー △95

小計 1,856

利息の支払額 △447

シンジケートローン手数料の支払額 △131

その他 △250

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,027

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △560

有形固定資産の売却による収入 397

その他投資活動によるキャッシュ・フロー △126

投資活動によるキャッシュ・フロー △289

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増加額 416

長期借入れによる収入 4,496

長期借入金の返済による支出 △3,643

社債発行による収入 400

社債償還による支出 △250

その他財務活動によるキャッシュ・フロー △395

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,023

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △6

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 1,754

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 773

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,527



【訂正前】

１．平成21年３月期第３四半期の連結業績（平成20年４月１日～平成20年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．平成21年３月期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

（財）財務会計基準機構会員

平成21年３月期 第３四半期決算短信
平成21年２月６日

上 場 会 社 名 株式会社 雪国まいたけ 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 １３７８ URL  http://www.maitake.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)  大平 喜信
問合せ先責任者 (役職名) 取締役兼執行役員管理本部長 (氏名)  宮崎 浩 ＴＥＬ 025-778-0111
四半期報告書提出予定日 平成21年２月13日

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第３四半期 19,139 － 648 － 67 － △67 －

20年３月期第３四半期 19,504 5.6 303 46.5 △165 － △299 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

21年３月期第３四半期 △2.24 －

20年３月期第３四半期 △9.85 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年３月期第３四半期 35,462 5,653 15.3 182.82

20年３月期 32,666 6,454 19.3 207.18

（参考）自己資本 21年３月期第３四半期 百万円5,442 20年３月期 百万円6,292

１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

21年３月期 － 0.00 － ――― ―――

21年３月期(予想) ――― ――― ――― 10.00 10.00

(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 無

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 2.4 1,650 45.9 1,000 85.5 505 286.1 16.74

(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 無



４．その他

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

(３) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基

本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

(４) 発行済株式数（普通株式）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．業績の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成しておりますが、実際の業績は今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。

２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従

い四半期連結財務諸表を作成しております。

(１) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無

(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 有

①  会計基準等の改正に伴う変更 有

②  ①以外の変更 無

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 21年３月期第３四半期 32,408,646株 20年３月期 32,408,646株

②  期末自己株式数 21年３月期第３四半期 2,637,703株 20年３月期 2,036,602株

③  期中平均株式数(四半期連結累計期間) 21年３月期第３四半期 30,166,312株 20年３月期第３四半期 30,422,339株



当第３四半期連結累計期間における経済情勢は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱が

実体経済にも波及し、世界的な経済環境の悪化を招く結果となりました。この急激な世界同時不況の波は、輸出依

存度が高い日本経済においては、外需の減少と円高という形で深刻な打撃を与え、緩やかながら息の長い拡大を続

けてきた景気は、急速に後退局面に陥り、設備投資の減少、雇用調整、そして個人消費の冷え込みへと繋がってま

いりました。

食品業界におきましては、生活必需品の提供という面からこうした景気の落ち込みの中では比較的その影響は軽

微であるものの、個人消費は外食から内食へシフトし、消費全体の落ち込みは低価格志向へと向かうことで、企業

間の価格競争が加速し、その結果として企業収益を圧迫する要因となって現れてきております。

こうした経済環境下での当社グループの事業の状況は、主力の茸事業の販売は、高まる内食志向が鍋物需要と相

俟って概ね好調に推移いたしました。また、度重なる中国産輸入製品の安全性の問題から国産品を求めるニーズ

は、この景気減退時においても依然として強く、当社グループが導入した「雪国まいたけ安全システム」（自社製

品を対象に農薬検査や重金属検査等の検査結果を消費者に直接開示するサービス）は、ＴＶＣＭや店頭での販促媒

体を通じて直接消費者へアピールした効果もあり、広く「安全・安心」を求める消費者に認知され、販売を後押し

する大きな材料となりました。

その結果、茸の売上高は、まいたけが73億45百万円（前年同期比3.5％増）、えりんぎが33億38百万円（前年同

期比4.9％増）、ぶなしめじが40億17百万円（前年同期比7.6％増）といずれの茸も売上を伸ばすことができまし

た。

また中国・上海市において現地法人が生産、販売するえのき茸事業は、急速な経済発展を続ける中国で、これ迄

露地物が中心であった茸市場において良質で安全性の高い施設栽培茸の需要が伸びており、こうした需要の変化を

背景に順調に販売量を伸ばし、売上高は４億76百万円（前年同期比23.6％増）となりました。

もやし事業につきましては、販売先の新規開拓が進み販売数量の底上げが出来たことで、売上高は11億90百万円

（前年同期比30.1％増）となりました。

一方で、外食やＣＶＳ向けの業務用の仕入品販売が中心となるその他食品事業は、安価な中国輸入製品や中国産

原料を敬遠する動きから取引は縮小傾向にあり、売上高は13億11百万円（前年同期比46.5％減）と前年同期を大き

く割り込む結果となりました。

食品事業以外では、石油類販売事業が、急激な原油価格の上昇からガソリン類の消費が落ち込み、ガソリンスタ

ンドの売上が減少したことで、その他の事業の売上高は６億22百万円（前年同期比41.3％減）となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高合計は191億39百万円（前年同期比1.9％減）となりまし

た。

利益面では、現在は一服した感がある燃料費や原材料価格の上昇の影響は、当第３四半期連結累計期間におい

て、一部は仕入コストの引き下げが実現したものの、依然高止まりしているものも多く製造原価全体を押し上げて

おり、広告宣伝費等の販売費の増加と合せ、費用の増加要因となりました。しかし、これらコストの増加分を前述

のとおり主力事業での販売増加により吸収したことで、営業利益は６億48百万円（前年同期比113.9％増）、経常

利益は67百万円（前年同期は１億65百万円の損失）、四半期純利益は67百万円の損失（前年同期は２億99百万円の

損失）と、いずれの段階でも増益となりました。

【参考】事業別売上高

※定性的情報における「前年同期比増減率」につきましては、参考として記載しております。

・定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

事業の種類

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

まいたけ 7,345 103.5

えりんぎ 3,338 104.9

ぶなしめじ 4,017 107.6

その他生茸 476 123.6

生茸事業 15,177 105.4

加工食品事業 838 123.2

もやし事業 1,190 130.1

その他食品事業 1,311 53.5

食品事業計 18,517 100.4

その他の事業 622 58.7

合計 19,139 98.1



当第３四半期連結会計期間末の資産合計は354億62百万円となり、前連結会計年度末と比較して27億95百万円の増加

となりました。

資産の部では、流動資産は95億69百万円となり、前連結会計年度末と比較して32億70百万円の増加となりました。こ

の主な要因は、現金及び預金で19億52百万円、受取手形及び売掛金で10億44百万円増加したことによるものです。固定

資産は、258億92百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億75百万円の減少となりました。この主な要因は、有

形固定資産の減価償却による減少であります。

負債の部では、流動負債は175億１百万円となり、前連結会計年度末と比較して38億60百万円の増加となりました。

この主な要因は、運転資金として調達した短期借入金の増加や年末休日による仕入債務の増加によるものです。固定負

債は123億６百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億64百万円の減少となりました。この主な要因は、長期借

入金の返済等によるものであります。

純資産の部では、純資産合計が56億53百万円となり、前連結会計年度末と比較して８億円の減少となりました。この

主な要因は、剰余金の配当等による利益剰余金３億71百万円の減少と自己株式取得に伴う自己株式２億21百万円の増

加、繰延ヘッジ損益２億52百万円の損失増加等によるものです。

（キャッシュ・フローについて）

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は29億９百万円となり、前連結会計年度

末と比較して20億73百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は６億96百万円となりました。これは主に減価償却費及びその他の償却費９億43百万円

の計上と仕入債務の増加11億90百万円や売上債権の増加12億43百万円などによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は４億38百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出２億94百万円

や定期預金の預入れによる支出などによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により増加した資金は18億30百万円となりました。これは主に短期借入金の純増加額29億77百万円、長期借

入れによる収入28億80百万円、長期借入金の返済による支出36億70百万円などによるものです。

通期の業績見通しにつきましては、当第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ、更に足元の販売状況が堅調に推移し

ていること等から、平成20年11月７日の第２四半期決算発表時に公表しました業績予想を変更しておりません。

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報



（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理）

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

③固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産について、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務諸表等

における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

（会計基準等の改正に伴う変更）

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計

基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日

企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務

諸表を作成しております。

②棚卸資産については従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を第１四半期連結会計期間から適用

し、主として総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の扱い」（企業会計基準委員会 平成18年５月

17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

４．その他



５．【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,853 901

受取手形及び売掛金 2,728 1,683

有価証券 199 －

商品 243 360

製品 380 404

半製品 444 452

原材料 394 389

仕掛品 1,550 1,324

繰延税金資産 266 256

その他 551 571

貸倒引当金 △43 △46

流動資産合計 9,569 6,299

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,920 14,573

土地 7,793 7,655

その他（純額） 1,523 1,710

有形固定資産合計 23,238 23,939

無形固定資産 266 266

投資その他の資産 2,387 2,161

固定資産合計 25,892 26,367

資産合計 35,462 32,666



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,071 621

短期借入金 12,548 9,600

未払法人税等 58 123

引当金 54 211

その他 3,769 3,084

流動負債合計 17,501 13,641

固定負債

社債 1,648 1,183

長期借入金 9,352 10,476

退職給付引当金 39 36

役員退職慰労引当金 461 450

その他 804 423

固定負債合計 12,306 12,570

負債合計 29,808 26,212

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 3,186 3,557

自己株式 △1,377 △1,156

株主資本合計 5,676 6,268

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10 5

繰延ヘッジ損益 △263 △11

為替換算調整勘定 19 30

評価・換算差額等合計 △233 24

新株予約権 39 23

少数株主持分 171 138

純資産合計 5,653 6,454

負債純資産合計 35,462 32,666



（２）【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日）

売上高 19,139

売上原価 13,021

売上総利益 6,117

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 947

運賃 1,501

報酬及び給料手当 1,046

賞与引当金繰入額 18

役員退職慰労引当金繰入額 12

雑費 1,943

販売費及び一般管理費合計 5,469

営業利益 648

営業外収益

受取利息 8

受取地代家賃 28

雑収入 42

営業外収益合計 80

営業外費用

支払利息 479

雑損失 182

営業外費用合計 661

経常利益 67

特別損失

関係会社株式評価損 3

投資有価証券評価損 38

関係会社株式売却損 4

特別損失合計 45

税金等調整前四半期純利益 21

法人税等 33

少数株主利益 56

四半期純損失（△） △67



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 21

減価償却費及びその他の償却費 943

賞与引当金の増減額（△は減少） △157

支払利息 479

売上債権の増減額（△は増加） △1,243

たな卸資産の増減額（△は増加） △159

仕入債務の増減額（△は減少） 1,190

その他 233

小計 1,308

利息の支払額 △451

その他の支出 △160

営業活動によるキャッシュ・フロー 696

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △294

その他 △143

投資活動によるキャッシュ・フロー △438

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,977

長期借入れによる収入 2,880

長期借入金の返済による支出 △3,670

社債の発行による収入 800

社債の償還による支出 △375

自己株式の取得による支出 △221

配当金の支払額 △303

その他 △255

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,830

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,073

現金及び現金同等物の期首残高 836

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,909



当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半

期連結財務諸表を作成しております。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



「参考」

（要約）前四半期連結損益計算書

科目

前第３四半期連結会計期間
（自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日）

金額（百万円）

Ⅰ 売上高 19,504

Ⅱ 売上原価 13,905

売上総利益 5,598

Ⅲ 販売費及び一般管理費

１．広告宣伝費 494

２．運賃 1,514

３．販売手数料 835

４．貸倒引当金繰入額 1

５．報酬・給料及び諸手当 1,131

６．賞与引当金繰入額 12

７．退職給付費用 5

８．役員退職慰労引当金繰入額 19

９．減価償却費 133

10．雑費 1,146 5,295

営業利益 303

Ⅳ 営業外収益

１．受取利息 8

２．固定資産賃貸収入 34

３．雑収入 72 115

Ⅴ 営業外費用

１．支払利息 484

２．雑損失 99 583

経常損失（△） △165

Ⅵ 特別利益 －

Ⅶ 特別損失 －

税金等調整前四半期純損失（△） △165

法人税、住民税及び事業税 3

過年度法人税等 100 103

少数株主利益 30

四半期純損失（△） △299



（要約）前四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結会計期間
（自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日）

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △165

減価償却費及びその他の償却費 1,069

賞与引当金の増加額（△減少額） △155

支払利息 484

売上債権の減少額（△増加額） △923

棚卸資産の減少額（△増加額） 62

仕入債務の増加額（△減少額） 1,579

その他営業活動によるキャッシュ・フロー △95

小計 1,856

利息の支払額 △447

シンジケートローン手数料の支払額 △131

その他 △250

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,027

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △560

有形固定資産の売却による収入 397

その他投資活動によるキャッシュ・フロー △126

投資活動によるキャッシュ・フロー △289

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増加額 416

長期借入れによる収入 4,496

長期借入金の返済による支出 △3,643

社債発行による収入 400

社債償還による支出 △250

その他財務活動によるキャッシュ・フロー △395

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,023

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △6

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 1,754

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 773

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,527
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